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人事行政の運営状況を公表します
　市の人事行政の運営状況(給与公表に関する部分を除く)の概要を公表します。
　なお、詳細な内容については、市ホームページおよび市政情報コーナーでご覧ください。

職員の任免および職員数に関する状況１

（１）職員の採用状況(平成25年4月1日～平成26年3月31日）
一　般
事務職

土　木
技術職

社　会
福祉士

16人 3人

学芸員

1人

消防職

1人 3人

教育職
（指導主事）

3人

市費負担
教職員

23人

計

50人

16人 1人 3人 28人 48人

その他（死亡、
免職、失職、任期付）勧奨退職定年退職 普通退職 計

職員の分限および懲戒処分の状況３

職員の福祉および利益の保護の状況６

勤務条件に関する措置の要求の状況 (平成25年4月1日～平成26年3月31日）７

（１）分限処分の状況(平成25年4月1日～平成26年3月31日）
　　　区　　　分
勤務成績が良くない場合
心身の故障の場合
職に必要な適格性を欠く場合
職制等の改廃などにより過員を生じた場合
刑事事件に関し起訴された場合
条例で定める理由による場合

降任
0人
0人
0人
0人
0人
0人

免職
0人
0人
0人
0人
0人
0人

休職
0人
8人
0人
0人
0人
0人

降給
0人
0人
0人
0人
0人
0人

　　　区　　　分
法令に違反した場合
職務上の義務に違反しまたは職務を怠った場合
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合

戒告
0人
0人
0人

減給
1人
0人
0人

停職
0人
0人
0人

免職
0人
0人
0人

職員の服務の状況 　４

職員の研修および勤務成績の評定の状況５

（２）懲戒処分の状況(平成25年4月1日～平成26年3月31日）

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況２

（１）勤務時間の概要（標準的なもの）

１週間の勤務時間

38時間45分

開始時刻

午前8時30分

終了時刻

午後5時15分

休憩時間

正午～午後1時

（２）年次有給休暇の取得状況（一般職員）

平均取得日数

平成25年

6.3日

平成24年

6.7日

対前年増減

△０.4日

（注）期間は各年１月１日から１２月３１日までの１年間です。

（２）勤務成績の評定の状況(平成25年4月1日～平成26年3月31日）

対象職員

評定回数

活用方法

一般職（教育長、臨時･非常勤職員を除く）全職員

年2回

勤勉手当、昇給 

営利企業等従事の許可状況(平成25年4月1日～平成26年3月31日）

　  営利企業などの従事の内容

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする
会社その他の団体の役員などの地位を兼ねる場合

自ら営利を目的とする私企業を営む場合

報酬を得て事業または事務に従事する場合

許可件数

－

－

10件

摘要

（３）病気休暇、介護休暇および組合休暇の取得状況(平成25年4月1日～平成26年3月31日）

病気休暇

36人

介護休暇

1人

組合休暇

0人

（４）育児休業などの取得状況(平成25年4月1日～平成26年3月31日）
休業の種類

休業者の内訳

取得者合計
 うち女性

 男性

17人 5人

17人 5人

7人

7人

3人

3人
0人 0人 0人 0人

育児休業 部分休業

うち新規 うち新規
1人

1人

0人

0人
0人 0人

育児短時間勤務

うち新規

（２）職員の退職状況(平成25年4月1日～平成26年3月31日）

（５）時間外勤務の状況(平成25年4月1日～平成26年3月31日）

職員1人当たりの月平均 6.2時間

（１）研修の状況(平成25年4月1日～平成26年3月31日）

　     研修区分

一般研修（市単独）

一般研修（四市共同）
（行田･加須･羽生･鴻巣）

特別研修

自己啓発促進

派遣研修

研修内容･派遣先など（かっこ内は修了者数）

（１）健康診断の状況（H25.４.１～H26.３.３１） （２）公務災害の発生状況（H25.４.１～H26.３.３１）
区　分

定期健康診断

胃がん検診

大腸がん検診

受診者

４50人

  76人

126人

受診率

84.3％

14.2％

23.6％

区　分

公務災害

通勤災害

人数

－

１人

不利益処分に関する不服申立ての状況 (平成25年4月1日～平成26年3月31日）８

該当なし

１件

▶問い合わせ　人事課人事給与担当（内線２０８）

・新規採用職員研修
・管 理 監 督 職 員 研 修

・初級職員研修
・上級職員研修
・監 督 者 研 修

・考 課 者 研 修
・交通安全研修
・ゲートキーパー研修
・コンプライアンス研修

・通信教育講座

・自 治 大 学 校
・国土交通大学校
・友好都市職員交流研修
・階 層 別 研 修
・講師養成研修
・異業種体験研修

（ 43人）
（ 52人）

（ 19人）
（ 17人）
（ 18人）

（ 33人）
（141人）
（239人）
（327人）

（ 16人）

（  4人）
（  1人）
（  2人）
（105人）
（  6人）
（  2人）

・ＣＳ向上研修
・臨時職員研修

・中級職員研修
・法制執務研修
　

・救急応急処置研修
・人事考課制度研修
・人権問題研修会
　

　 　

・政策課題共同研究
・市町村アカデミー
・選 択 研 修
・民間企業派遣研修
・人づくりセミナー
・その他各種研修会

（ 60人）
（ 16人）

（ 15人）
（ 20人）
　

（ 74人）
（ 86人）
（150人）
　

　

（ 1人）
（  7人）
（ 86人）
（  1人）
（ 13人）
（ 16人）

住宅・土地統計
調査指導員

※上記以外の休業制度はなし

　事業を営んでいる方へ

　平成27年1月1日現在、市内に事業用資産を所有し
ている方または貸し付けている方は、税務署とは別に
市に償却資産の申告をする必要があります。また、事
務所や店舗を借りて事業をしている方は、自分の費用
で施工した内装、造作、建築設備などを償却資産とし
て申告してください。
　なお、資産に増減がない方、廃業、解散、他市町村
への転出、支店の閉鎖などにより資産が無くなった方
も、必ず申告をお願いします。
　受付期間の後半は混雑しますので、早めに申告する
ようご協力をお願いします。　　

▶ 申告が必要な方　
　 　法人や個人で、工場、商店、飲食店、美容室、農
業などを経営している方、アパートや駐車場などを
貸し付けている方
▶ 申告の対象になるもの　
　 　事業のために用いることができる構築物、機械、
器具・備品などで、耐用年数が1年以上で1品当たり
の取得価額が原則10万円以上のもの
　【償却資産の申告対象になるものの例】
　 アスファルト舗装、照明設備、看板、机・応接セッ
ト、レジスター、陳列ケース、厨房設備、受変電設備、
太陽光発電設備など(詳しくは市ホームページを参照
してください）
　※ 自動車税・軽自動車税の対象になるものや、家屋

として固定資産税の対象になるものは、償却資産
の対象になりません。

▶申告書受付期間
　平成27年1月5日㈪～ 30日㈮
▶ その他　
　 　平成26年度分の申告をしている方には、11月下旬
に償却資産申告書を送りますので、同封の手引きを参
考に申告してください。なお、新規に事業を開始した
方は、税務課までご連絡いただくか、市ホームページ
から申告書をダウンロードして申告してください。
▶申告先・問い合わせ　同課資産税担当(内線233)

償却資産の申告が必要です

　所得税および住民税の障害者控除を受けるためには、身体
障害者手帳、精神障害者福祉手帳、療育手帳の交付を受けて
いることが原則です。しかし、これらの手帳の交付を受けて
いない方でも、申請に基づいて市が発行する「障害者控除認
定書」により控除を受けることができます。
　認定書の交付を希望する方は、認定までに時間を要します
のでお早めにご相談ください。なお、認定書は毎年更新とな
りますので、昨年交付を受けた方についても申請が必要です。

▶ 対象　65歳以上の介護認定(要介護1～ 5)を受けている
方で、要介護認定の状況により身体障害者および知的障害
者などに準ずるものと認められる方
▶ 申請時に必要なもの　介護保険被保険者証、印鑑、申請者
の身分を証明するもの(運転免許証など)
▶問い合わせ　高齢者福祉課介護認定担当(内線269)

「障害者控除認定書」を発行します

滞納整理強化期間滞納整理強化期間
平成26年11月～平成27年1月

県　税 市　税県　税 市　税

▶問い合わせ　収納課収納担当（内線236・237）

埼玉県のマスコット
コバトン

　税金の滞納は、期限内に納税している方との公平を欠くもの
です。
　埼玉県・行田市では、集中的に滞納者への催告や財産の差押
えなどを行います。
　特別な事情があって納税できない場合は、ご相談ください。

「彩の国」さいたま

埼 玉 県 行田市
埼玉県・市町村
個人住民税税収
確保対策協議会

埼玉県と行田市から
お知らせです

　青色決算書の作成方法や注意点などについて、次の
とおり説明会を開催します。

平成26年分青色決算
　    説明会などのお知らせ

▶注 意
　・各会場とも消費税の説明を行います。
　・ 加須市騎西生涯学習センターは駐車場が狭いた

め、車での来場はご遠慮ください。
▶ 問い合わせ　行田税務署個人課税第一部門
　☎556―2121(自動音声案内で2番を選択)　

日　　時 場　　所 対　　象

12月1日㈪午後2時～4時 加須市商工会北川辺支所
（加須市麦倉3658―1）

営業所得を有す
る青色申告者

12月2日㈫午後2時～4時 豊野コミュニティセンター
（加須市豊野台1―345―10）

12月3日㈬午後2時～4時 商工センター403研修室

12月5日㈮午後2時～4時 加須市騎西生涯学習センター
（加須市根古屋633－10）

12月10日㈬午後2時～4時 羽生市民プラザ
（羽生市中央3―7―5）

12月11日㈭午後2時～4時 パストラルかぞ
（加須市上三俣2255）

12月8日㈪午後2時～4時 ほくさい農業協同組合本店
（羽生市東7―15―3)

農業所得を有す
る青色申告者

12月9日㈫午前10時～正午 羽生市民プラザ 不動産所得を有
する青色申告者

12月3日㈬午前10時～正午 商工センター403研修室 事業・不動産・
農業所得を有す
る白色申告者12月11日㈭午前10時～正午 パストラルかぞ


